
 

 

 

 

『失敗学』から学ぶ 

 

校長 森田 直樹 

 

５月に入りました。日本では、旧暦５月を皐月（さつき）と呼び、現在では新暦５月の別名とし

ても用いられています。『日本書紀』などでは、「五月」と書いて「さつき」と読ませており、「さ

つき」を皐月と書くようになったのは後のこと。とのことです。なお、旧暦の五月は新暦では６月

から７月に当たり、梅雨の季節です。五月雨（さみだれ）は梅雨の別名で五月晴れ（さつきばれ）

は本来梅雨の晴れ間のことと言われています。 

さて、入学式・始業式から、１か月が過ぎようとしており、生徒たちも新学年・新クラスに慣れて

きたようです。特に１年生は中学校に馴染み、クラブ活動への本入部も済ませ、授業も専門的になっ

てくるなど、中学校生活が本格的に始まり、学校全体としても動きが出てきました。同時に、学校生

活への『慣れ』が『油断』に繋がり、「間違い」や「失敗」を起こし始める時期でもあります。 

 ここで標題の『失敗学』という、事故や失敗が発生した原因を解明し、重大な事故や、失敗が起

きることを未然に防ぐための方策を追求する学問の紹介をしたいと思います。「失敗学」では、失

敗の種類は大きく『①織り込み済みの失敗。ある程度の損害やデメリットは承知の上での失敗。②

結果としての失敗。果敢なトライアルの結果としての失敗。③回避可能であった失敗。ヒューマン

エラーでの失敗。の３つに分けられる。』とされています。①②は、何か目標に向かってチャレン

ジした結果や、学校生活で、学習方法を自分なりに工夫したが、上手く結果に結びつかなかった場

合など、原因を解明し修正し再度挑戦すれば成功する可能性も高まりますが、③については、予想

できるはずの事態を予想せずに、事態を悪化させる失敗で、同じような失敗を繰り返してしまう可

能性があります。今後、中間試験を皮切りに、校外学習や修学旅行と学校行事も本格的に始まって

いきます。学校も、生徒たちの成長に向け、声掛け等を行ってまいります。保護者の皆様も、お子

様が何かに『挑戦』しようとする際は、上記①②の場合は「見守り」を、③になりそうな場合は、

早期に修正等の「対話」で、お子様の成長を見守っていただければと思います。 

 最後に、吹田市は地球環境に配慮した取組みの一環としまして、執務中の服装は軽装を奨励して

おります。本校もノーネクタイ等の軽装を推奨しておりますので、ご了解いただきますようお願い

いたします。 
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□入学式 

８日（火）に第５１回入学式を挙行しました。満開

の桜にも迎えられ、１２６名の新入生を迎えまし

た。新２年生も参列し、歓迎の歌を披露してくれま

した。 

□対面式 

入学式・始業式に続き、生徒会主催対面式を行いま

した。生徒会代表の歓迎の言葉に続き、新入生代表

が中学校生活への抱負を述べました。歓迎の意味

も込め、鉢植えの花を各クラスに贈呈しました。 

□離任式 

３月３１日をもって、８名の方が本校を去られま

した。お別れの挨拶をお一人ずつ述べていただき

ました。生徒代表として、生徒会長が今までお世話

になった、感謝の意を伝えました。 

□クラブ仮入部 

１年生が１５日～２４日の期間、各クラブへ仮入部

しました。２５日には本入部を済ませ、中学校生活

でのクラブ活動が始まりました。先輩たちから、技

術だけでなく、様々な事を学んでください。 

□全国学力・学習状況調査実施 

３年生を対象に、１７日に紙媒体で全国一斉に国

語と数学を実施し、本校は２２日に Web 方式で生

徒質問調査と理科を実施しました。両日程とも、生

徒たちは、真剣に取り組んでいました。 

□修学旅行説明会 

２３日放課後、保護者対象の修学旅行説明会を実施

しました。６月１日～３日の日程で、四国・岡山方

面に自然体験学習をメインに実施します。行程のほ

か、持ち物や安全確保についても説明がありました。 

４月行事報告 


